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はじめに	 
	 造形に関する保育を構想するに当たって保育者は、それに用いる素材・材料の特性を知っ
ておくことの有用性について前々執の紀要で論述した。それを踏まえて、前執の紀要では、
お絵描き、造形あそび、製作といった造形活動の各場面で極めて頻繁に用いられる画材の一
つである絵の具に着目し、その種別のにおける特徴について概観及び検証し、また、その特
質に由来する各種の活用法・表現法ついての考察を試みた。 
	 そうした一連の考察の課程の中で技法あそびの中に含まれる活動の操作手法とその手順
に着目すると、それは、意外な程シンプルな手法の組み合わせであることに気付かされた。
この紀要ではそうしたことを例証していくことでそれぞれに独立し個別であるように見な
される技法あそびの中にも、ある種の類似性があるということについての論証を試みること
とする。 
 
技法あそびについて	 
	 	 	 技法あそびとは、造形に関する保育を行う際に、よく活用される一連の造形手法を総称し
用いられる呼称である。造形活動を行うに当たって通常保育者は、保育の目的に照らして観
点の異なった幾つかの要素・事項を事前に考慮・検討し行う必要がある。別の言い方をする
と、造形に関する保育は、幾つかの要素が組み合わさることによって初めて成立するという
側面があり、保育者はそうした準備を整えることで初めて造形活動に関する保育を行うこと
ができる、という言い方もできる。主な要素としては次のようなことを挙げることができる。	 
	 	 かく、つくる、あそぶ、といった多様な造形活動のなかで、どうした活動をやっていくの
か方針を決めて行うという、いわば	 “活動・行為”内容設定の要素。絵の具、パス、ペン、
画用紙、新聞紙、自然素材、雑材といった多種多様の“素材・材料”のうち、活動を進める
ためにはどうした“素材・材料”を選んで行うのか、といういわば“素材・材料”選びの要
素。絵の具筆、はさみ、のり、テープ、ローラー、絵の具皿・容器、等各種の用具のうち、
活動への必要性を考慮し用具を準備する、といういわば“用具”選択の要素。加えて、子ど
もたちの活動を引き出すために、どうした場を準備するのか、といういわば“環境”設定の
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要素。更には、活動の内容に応じて、例えば数十分、数時間、数日というように、どうした
時間を使うのか、あるいは、その中での時間配分はどのように考えて保育を構想するのか、
といういわば“時間”に関する要素である。このように、造形活動には、大別すると、“活動・
行為”“素材・材料”“用具”“環境”“時間”の要素があり保育を行うに当たっては、そうし
たことを事前の考察・考慮し準備しておく必要があるのである。そして、どういった“活動・
行為”を、どんな“素材・材料”を使い、どういう“用具”を用いて、どんな“環境”でど
れくらいの“時間”をかけて行うか、その組み合わせ方で、造形活動には様々に活動が生ま
れる素地があり、また、様々に展開し得る可能性が含まれるのである。	 
	 	 そういう様々に展開し広がる可能性を持つ造形活動において、よく知られ活用される技法
あそびは、どうした位置づけの造形活動になるのであろうか。造形活動の要素という観点か
ら技法あそびを捉えると、個別の技法あそびによって	 “活動・行為”“素材・材料”“用具”
についてはそれぞれ一定化しており、“環境”や“時間”についても保育者が特別な意図を持
って取り組むと言うことがない限り、保育によって大きな違いが生じるということはない。
そういう意味において多様な広がりを持つ造形活動の中で技法あそびは、いわば定式化した
造形活動の様式であると言うことができる。	 
	 	 また、技法あそびを通して子どもたちは、素材や材料に出会い、活動をしながらそれらに
関わることで素材や材料の性格や性質を知り、更に、五感を通して、素材の色の鮮かさ、手
触り感、重み、質感といったことを感じ取りながら同時に感性・感覚的な側面を覚醒し、用
具の使い方を覚え、また更に、手法・行為を続けて行くうちに、こうしてみたい、ああして
みたいという意志や思いを浮かび上がらせ、実際に試してみるといったことを通して個々の
経験や感性を豊かにしていくことができる。そうした意味で、技法あそびは、ものと関わり
合い、あるいは触れ合いながら、様々な感性を育み、豊かな経験を子ども達へもたらすとい
う本質的な意義を有する造形活動 1への、定式的な入り口を提供してくれる一つの方策として
位置づけることもできるのである。	 	 	 	 
	 	 そういう技法あそびは、具体的には、どういう“活動・行為”内容で、それには、どうい
った“素材・材料”“用具”が用いられるのであろうか。また、そこにおいて子ども達はいか
なる経験をしていくのであろうか。以下、広く認知されている技法あそびの中から８種を取
り上げて、できるだけ丁寧にそうしたことについて検証・検討してみることにする。今回取
り上げる技法あそびは、「流し絵」「吹き絵」「にじみ」「デカルコマニー」「スクラッチ」「ス
パッタリング」「スタンピング」「マーブリング」である。	 
	 
流し絵	 
	 流し絵は、絵の具を使ったあそびの際に用いられる技法あそびの一つである。必要な素
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材・材料としては、絵の具、水、画用紙等の用紙である。用具としては、絵の具を溶くため
の容器、その際に使う筆である。流し絵が行なわれる際には、水で溶いた絵の具をそのまま
使って行われる場合もあるが、絵の具の流れる早さを調整するために、水のりで溶いた絵の
具を用いるという方策 2がとられることもある。取り組む子どもの様子等を考慮して適切と
思われるやり方が選択されることになる。	 
	 そうした流し絵では、初めに用紙の上に絵の具を落とし、その後、用紙を傾けることによ
って絵の具が流れ落ち、その流れる痕跡が用紙の上に残こるという仕方で行われる。そして、
こうした手法で行われる技法あそびが流し絵と総称されるのである。図１は、流し絵の一例
である。	 
	 この手法では、用紙を傾けるという仕方で取り組まれ、紙の傾け方を変えると絵の具の流
れ方が変わる。また、最初に
落とす絵の具は何カ所かに
落しておくのか、その場所は、
いろんな色を使うか、分量は
どうするのか、更に傾け方は
大きくするのか、緩やかにす
るのか等によってあそび方
に多様性が生まれる。用紙を
傾けるという単純な行為の
痕跡として成立する流し絵
は、その仕方によって、様々
なバリエーションのあそび
となるのである。	 	 
	 子ども達は、傾けることで様々に変化する絵の具の様子に驚きや興味を抱き、それと同時
に、こう傾けてみたい、いろんな色を使ってみたい、何ヶ所かに落した絵の具を同時に流し
てみたいといった思いが湧き上がる。用紙を傾けるという行為とそれが導く事象への興味、
絵の具の質感、特性、楽しさ、こうしてみたいという思い、こうやったらどうなるのかとい
う期待やワクワク感、できた時の満足感等を経験しつつ子ども達は、流し絵という技法あそ
びの中で感性を豊かにしていくことになるのである。	 
	 
吹き絵	 
	 吹き絵は、流し絵同様に、絵の具を使ったあそびの際に用いられる技法あそびの一つであ
る。使用する主な素材・材料としては、絵の具、水、画用紙等の用紙である。用具としては
1
	  
2
図１	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絵の具を溶くための容器、その際に使う筆、また、絵の具を吹くためのストロー、スポイド
等である。吹き絵が行われる際には、子ども達が用紙に絵の具を落すために、筆あるいはス
ポイドが用いられる。また、場合によっては、絵の具を溶いた際の容器を用いてそのままた
らすという仕方で行われることもある。取り組む子どもの様子等を考慮して適切と思われる
やり方が選択されることになる。	 
	 そうした吹き絵では、初めに用紙の上に絵の具を落し、その後に、落した絵の具を吹くこ
とによって用紙の上に様々な絵の具の痕跡が残こるという仕方で行われる。そして、こうし
た手法で行われる技法あそびが吹き絵と総称されるのである。	 
図２は、吹き絵の一例である。	 
	 なお、吹く際に用いるストローは
必ずしもこれを用いなければな
らないということではなく直接
息を吹きかけるという場合もあ
るがストローのように絵の具を
吹き動かすのはなかなか困難で
ある。また、絵の具が濃すぎると
吹き散らすことが難しくなるの
で絵の具の濃さには注意が必要
である 3。	 
	 	 この手法では、用紙に落した絵の
具を吹きその痕跡を楽しむという仕方で取り組まれる。吹く向きを変えると、絵の具方向が
変わる。また、最初に落とす絵の具は、何ヶ所かに落しておくのか、いろんな色を使うか、
分量はどうするのか、更に吹き方は、強く吹くのか、緩やかに吹くのか、絵の具を後追いし
ながら伸ばすように吹いて行くのか、一気に吹き散らす様にするのか等によって吹き絵のあ
そび方に多様性が生まれる。吹くという、単純な行為の痕跡として成立する吹き絵は、その
仕方によって、様々なバリエーションのあそびとなるのである。	 
	 子ども達は、吹くということで様々に変化する絵の具の様子に驚きや興味を抱き、それと
同時に、こう吹いてみたい、いろんな色を使ってみたい、何ヶ所か同時に違った色の絵の具
を用紙に落とし、それらの色を繋げてみたい、重なり合うように吹いてみたいといった思い
が湧き上がる。吹くという行為とそれが導く事象への興味、絵の具の質感、特性、楽しさ、
こうしてみたいという思い、こうやったらどうなるのかという期待やワクワク感、できた時
の満足感等を経験しつつ子ども達は、吹き絵という技法あそびの中で感性や思いを豊かにし
ていくことになるのである。	 
図２	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にじみ	 
	 にじみは、絵の具を使ったあそびの際に用いられる技法あそびの一つである。(注１)	 必
要な素材・材料としては、絵の具、水、画用紙等の用紙である。用具としては絵の具を溶く
ための容器、用紙を湿すための筆、あるいは刷毛、用紙に絵の具を落す際に用いる筆、ある
いはスポイド等である。にじみが行われる際には、子ども達が用紙に絵の具を落すために筆、
あるいはスポイドが用いられる。もしくは、絵の具をつけた筆を湿した用紙の上につけると
いう仕方で行われることもある。取り組む子どもの様子等を考慮して適切と思われるやり方
が選択されることになる。	 
	 そうしたにじみでは、初
めに筆や刷毛を使って用紙
を水で湿し、その後に、絵
の具を落す、あるいは、絵
の具をつけた筆をつけるこ
とによって湿した用紙の上
で絵の具がにじみながら広
がり、様々な色模様が定着
していくという仕方で行わ
れる。そして、こうした手
法で行われる技法あそびが
にじみと総称されるのであ
る。図３は、にじみの一例である。	 
	 この手法では、用紙を水で湿らす場所がにじみのできる場所になる。用紙全体を湿らすの
か、部分的か、あるいは何かのイメージを意識して湿らすのかによって、あるいは、また、
使用する絵の具の色の選び方や落し方、落す分量等によってもにじみのあそび方に多様性が
生まれる。絵の具を湿した用紙の上でにじませるという単純な行為によって成立するにじみ
は、その仕方によって、様々なバリエーションのあそびとなるのである。	 
	 子ども達は、にじみをすることで様々に変化する絵の具の様子に驚きや興味を抱き、それ
と同時に、いろんな色を使ってみたい、何かの形ににじませてみたいといった思いが湧き上
がる。にじませるという行為とそれが導く事象への興味、絵の具の質感、特性、色への興味、
奇麗さ、楽しさ、こうしてみたいという思い、こうやったらどうなるのかという期待やワク
ワク感、できた時の満足感等を経験しつつ子ども達は、にじみという技法あそびの中で感性
や思いを豊かにしていくことになるのである。	 
	 
図３	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デカルコマニー	 
	 デカルコマニー４は、絵の具を使ったあそびの際に用いられる技法あそびの一つである。
必要な素材・材料としては、絵の具、水、画用紙等の用紙である。用具としては絵の具を溶
くための容器、その際に使う筆である。デカルコマニーが行われる際には、子ども達が用紙
に絵の具を落すために、筆あるいはスポイドが用いられる。また、場合によっては、絵の具
を溶いた際の容器を用いてそのままたらすという仕方で行われることもある。取り組む子ど
もの様子等を考慮して適切と思われるやり方が選択されることになる。	 
	 そうしたデカルコマニーでは、初めに用紙の上に絵の具を落とし、その後、用紙を折り重
ねることによって、相似の色模様が用紙上に生まれ出るという仕方で行われる。そして、こ
うした手法で行われる技法あそびがデカルコマニーと総称されるのである。図４は、その一
例である。	 
	 この手法では、用紙の上に落
す際の絵の具の落し方、分量、
どういう色を選択するのか、ま
た、何度も絵の具を落しては繰
り返し折り重ねるのか、あるい
は、半分に折り重ねた用紙を更
にもう一度折り重ねるのか、あ
るいは、また、用紙の真ん中で
はなく端っこの部分を折り重
ねるのか等によってデカルコ
マニーの遊び方に多様性が生
まれる。絵の具を落した用紙を
折り重ねるという単純な行為の痕跡として成立するデカルコマニーは、その仕方によって、
様々なバリエーションのあそびとなるのである。	 
	 子ども達は、折り重ねすることで様々に変化する絵の具の模様に驚きや興味を抱き、それ
と同時に、いろんな色を使ってみたい、絵の具を継ぎ足し何度も折り重ねを繰り返してみた
い、いろんな所での折り重ねを試してみたいといった思いが湧き上がる。折り重ねるという
行為とそれが導く事象への興味、絵の具の質感、特性、楽しさ、こうしてみたいという思い、
こうやったらどうなるのかという期待やワクワク感、模様が表れ出た時の満足感等を経験し
つつ子ども達は、デカルコマニーという技法あそびの中で感性や思いを豊かにしていくこと
になるのである。	 
	 
	 図４	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スクラッチ	 
	 スクラッチは、パスを使ったあそびの際に用いられる技法あそびの一つである。必要な素
材・材料としては、パス、画用紙等の用紙である。用具としては塗り重ねしたパスをひっか
くための竹串、釘、割り箸等である。スクラッチが行われる際には、子ども達が用紙の上に
パスを塗り、その上に更にパスを塗り重ねするという手法でスクラッチするための画面の準
備がなされる。しかいながら、子ども達にとってそれはかなりの作業量となるために、塗り
重ねにはパスを使用せず、版画インク等の別の画材を用いローラーを使って塗り重ねるとい
う方法で画面の準備がなされる場合もある５。その場合もパスを塗り重ねした時と同様の仕
方でスクラッチを行うことができる。取り組む子どもの様子等を考慮して適切と思われるや
り方が選択されることになる。	 
	 そうしたスクラッチでは、初めに用紙の上にパス等を塗り重ねし、その後、竹串等の先端
の固いもので塗り重ねたパスをひっかくことによって、下塗りしたパスの色が鮮やかに浮き
立つという仕方で行われる。そして、こうした手法で行われる技法あそびがスクラッチと総
称される技法あそびである。な
お、塗り重ねする際の色は、黒
色を使用した様には最初に塗
った色をしっかりと覆い隠せ
ないものの、下塗りした色より
色味の濃い色を使えばスクラ
ッチを行うことができる。また、
必ずしも用紙全面を塗りつぶ
して行うという必要はなく、用
紙の好きな部分を使って行う
こともできる。図５は、その一
例である。	 
	 この手法では、ひっかくことによって、ひっかく前には見えなかった色が線として浮き上
がる。ひっかき方を変えると、太い線、面、点、が表れ、また、例えば、同時に数本の竹串
を使うと数本の線を同時に描くということもできる。こうした様にスクラッチはパスで塗り
重ねた画面をひっかくことによって画面をいろんな様相に変えていけるのである。点、線、
面、等いろんなひっかき方をすることによってスクラッチの遊び方に多様性が生まれる。ひ
っかくというという単純な行為の痕跡として成立するスクラッチは、その仕方によって、
様々なバリエーションのあそびとなるのである。	 
	 子ども達は、ひっかくことで様々に変化する画面の様子に驚きや興味を抱き、それと同時
 
図 5	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に、こうひっかいてみたら、いろんな仕方でひっかいてみたい、ここをひっかいたら何色の
線になるだろといった思いが湧き上がる。ひっかくという行為とそれが導く事象への興味、
パスの質感、特性、楽しさ、浮き出す線の奇麗さ、こうしてみたいという思い、こうやった
らどうなるのかという期待やワクワク感、できた時の満足感等を経験しつつ子ども達は、ス
クラッチという技法あそびの中で感性や思いを豊かにしていくことになるのである。	 
	 
スパッタリング	 
	 スパッタリング６は、絵の具を使ったあそびの際に用いられる技法あそびの一つである。
必要な素材・材料としては、絵の具、水、画用紙等の用紙である。用具としては絵の具を溶
くための容器、その際に使う筆、ぼかし網、ほかし網で使うブラシ（ブラシは使い古しの歯
ブラシが用いられるケースが多い）等である。スパッタリングでは、霧吹き状の絵の具を飛
ばして色模様を楽しむとい
う仕方であそばれる。また、
何かのイメージを紙で作り、
用紙の上に置くことでマー
スキングをしてスパッタリ
ングが行われることも多い。
（注２）取り組む子どもの様
子等を考慮してどうしたス
パッタリングあそびが適切
かを判断しあそばれること
になる。図６は、その一例で
ある。	 
	 そうしたスパッタリングでは、初めに絵の具をブラシにつけ、その後、ぼかし網にこすり
つけることで、霧吹き状になった絵の具が、画用紙の上に飛び散りその痕跡が用紙の上に残
こるという仕方で行われる。そして、こうした手法で行われる技法あそびがスパッタリング
と総称されるのである。	 
	 この手法では、飛ばす絵の具の分量を変えることで、色の濃淡が変わり、また、違った色
同士を重ね合わせると色が変化する。また、マースキングを併用することによっても、遊び
方に変化や多様性が生まれる。ぼかし網でこするという単純な行為の痕跡として成立するス
パッタリングは、その仕方によって、様々なバリエーションのあそびとなるのである。	 
	 子ども達は、スパッタリングすることで様々に変化する画面の様子に驚きや興味を抱き、
それと同時に、こんな色を使ってみたい、他の色を重ねてみたいといった思いが湧き上がる。
図 6	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ブラシをぼかし網でこするという行為とそれが導く事象への興味、画面の変化の様子、その
楽しさ、こうしてみたいという思い、こうやったらどうなるのかという期待やワクワク感、
できた時の満足感等を経験しつつ子ども達は、スパッタリングという技法あそびの中で感性
や思いを豊かにしていくことになるのである。	 
	 
スタンピング	 
	 スタンピング７は、絵の具を使ったあそびの際に用いられる技法あそびの一つである。必
要な素材・材料としては、絵の具、水、画用紙等の用紙である。用具としては絵の具を溶く
ための容器、その際に使う筆、型押しに使う野菜、果物、葉、紙コップ等、様々な器物、色
を付ける為のスポンジ、お皿等である。スタンピングでは、野菜、果物、葉、器物等に絵の
具をつけ、それを用紙に押し付け表れる模様を楽しむ、あるいは、形を組み合わせて何かの
イメージにしてみる、あるい
は、また、図７に示したスタ
ンピングの中に見つけられ
る紫や青色の紫陽花の花の
部分の様に野菜等に手を加
えて何かのイメージを作っ
てスタンプして楽しむとい
った具合に、いろいろな仕方
であそぶことができる。取り
組む子どもの様子等を考慮
してどうしたスタンプあそ
びが適切かを判断しあそば
れることになる。	 
	 そうしたスタンピングでは、初めに型押し様の器物・型に絵の具つけ、その後、器物・型
を用紙の上に押しつけることによって様々な模様が用紙の上に表れるという仕方で行われ
ることになる。そして、こうした手法で行われる技法あそびがスタンピングと総称される技
法あそびである。	 
	 この手法では、どのようなものを型として用いるのか、素材の選び方や素材を切る等加工
する場合にはその仕方によって、あるいは、型押しする際には、型につける色の選び方や、
同じ型でもそれをバラバラに押すのか、重ねて押すのか、他の型と組み合わせるのか、組み
合わせで模様にするのかイメージを造っていくのか等その押し方によってスタンピングに
よる表現に多様性が生まれる。型押しをするという単純な行為の痕跡として成立するスタン
図 7	 
89
  
ピングは、その仕方によって、様々なバリエーションのあそびとなるのである。	 
	 子ども達は、型押しすることで生まれる模様に驚きや興味を抱き、それと同時に、こう押
してみたい、いろんな色を使ってみたい、この型を押したらどんなのになるんだろう、型押
しでこんな形にしてみたいといった思いが湧き上がる。型押しするという行為とそれが導く
事象への興味、絵の具の質感、ものの形への興味、型押しすることの楽しさ、こうしてみた
いという思い、こうやったらどうなるのかという期待やワクワク感、できた時の満足感等を
経験しつつ子ども達は、スタンピングという技法あそびの中で感性や思いを豊かにしていく
ことになるのである。	 
	 
マーブリング	 
	 マーブリング８は、液体の墨あるいは彩液を使ったあそびで用いられる技法あそびの一つ
である。必要な素材・材料としては、液体の墨あるいは彩液、水、画用紙等の用紙である。
用具としては彩液を落すのに使うバット等の容器である。マーブリングが行われる際には、
液体の墨や彩液は、通常それの入った容器から水を張ったバット等の容器の上に直接落され
るが、場合によってはスポイド等を使用して落すという方法がとられることもある。取り組
む子どもの様子等を考慮して適切と思われるやり方が選択されることになる。	 	 
	 	 そうしたマーブリングでは、初めに容器に張った水の上に液体の墨あるいは彩液を落し、
その後、それに割り箸や、筆を用いて、あるいは息を吹きかける等をすることで落した彩液
にゆっくりとした流しながら変化をつけて模様にして行く。そうした後、用紙を水面に浸す
ことで瞬時に模様を写し取るという仕方で行われる。そして、こうした手法で行われる技法
あそびがマーブリングと総称されるのである。	 
	 この手法では、彩液の色の選
択の仕方や、落す分量、また、
落す場所を何ヶ所かにする
か、同じ場所に落すのか、あ
るいは、落した彩液の流し方
によって様々に色模様に変
化する。また、それを写し取
る際の用紙の浸し方によっ
ても写し取られる模様には
多様な変化が生まれる。さら
に、彩液は用紙が乾いた状態
でしか写し取ることができ
 
図 8	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ない。このことを利用し、例えば何かの形を水筆で描いて用紙を浸すという手法で、部分的
には彩液が写し取とられないマーブリングにするというあそびも可能である。図８は、その
一例である。液体の墨あるいは彩液を落した後に、流して模様にし、それに用紙を浸すこと
で写し取るというという単純な行為の組み合わせによって成立するマーブリングは、その仕
方によって、様々なバリエーションのあそびとなるのである。	 
	 子ども達は、落した液体の墨あるいは彩液を流すということで様々に変化する彩液の模様
の様子に驚きや興味を抱き、それと同時に、いろんな色を使ってみたい、こんな具合に流し
てみたいといった思いが湧き上がる。彩液を流すという行為とそれが導く事象への興味、さ
らにそれが用紙に写し取られる驚き、楽しさ、用紙を浸したらどうなるのかという期待やワ
クワク感、用紙に模様が写せた時の満足感等を経験しつつ子ども達は、マーブリングという
技法あそびの中で感性や思いを豊かにしていくことになるのである。	 
	 
個々の技法あそびにおける非類似性に関して	 
	 ここまで「流し絵」「吹き絵」「にじみ」「デカルコマニー」「スクラッチ」「スパッタリング」
「スタンピング」「マーブリング」を例に取り、それぞれがどうした素材・材料、用具を用い、
どのような仕方で行われるのか等についての検証を試みた。	 
	 	 それによると、例えば、吹き絵では、絵の具を用紙に落し、それをストローで吹く。スタ
ンピングでは、野菜、果物、葉、器物、等型になるものに絵の具をつけ、用紙に押すという
具合に、絵の具を画材として使用するという共通点はあるものの、その他の使用する素材・
材料、用具については、吹き絵ではストロー、スタンピングでは野菜、果物、葉、器物とい
たように別の素材・材料、用具を用いて行い、また、それらの素材・材料を用いて行う手法
に関しては、吹き絵では“吹く”、スタンピングでは“押す”という具合に、それぞれの技法
あそびによって異なっていることが確認できる。また、その他の技法あそび相互についても、
これと同様に、素材・材料、用具と手法の組み合わせは同一ではなく個々に異なっているこ
とも確認できる。そうした意味において、今回ここで取り上げた技法あそびは、用いる素材・
材料、用具とそれを用いる手法の組み合わせについてはそれぞれの技法あそびで異なってい
てそうした観点では、全ての技法あそびは、個々に独立し異質であると言うことができる。
一見したところ、それぞれ全てに含まれる共通する様式や類似する要素は見当たらないので
ある。	 
	 	 しかしながら、それぞれ別個に見える技法あそびも、観点を変えて検証してみると、そこ
にはある種の類似性を見つけ出すことができる。そうしたことについて次に論考を試みるこ
ととする。	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個々の技法あそびにおける類似性に関して	 
	 	 前述したように、用いる素材・材料、用具、とそれを用いる手法の組み合わせという観点
からは、それぞれの技法あそびで異なっていて類似性は見つけ出せなかった。しかしながら、
視点を変え“操作”という観点で、それぞれの技法あそびを再検証してみると、用いる素材・
材料、用具、および手法の共通性という観点では見つけ出せなかった類似性が各技法あそび
間に見えてくる。技法あそびを行う際は、どのような技法あそびであれ、なんらかの行動様
式をとることで技法あそびが成り立っているという側面がある。そうした技法あそびがどう
いう操作によって構成されているのかという観点で技法あそびを見直してみるとある種の類
似性が見えてくるのである。	 たとえば、デカルコマニーの場合、用紙に絵の具を落し、折り
重ねるといった行為をすることで成立する。つまり、デカルコマニーでは、その手法を単純
化して表現すると絵の具を“落す”、用紙を“折り重ねる”といった異なった二つの行動様式
によって構成されているとい言い方ができる。このように、技法あそびを行う際に不可欠な
単純化した行動様式をここでは“操作”とし、そうした観点で改めて各技法あそびに注目し
てみると、全ての技法あそびは、シンプルな操作を２ないし３回組み合わすことによって構
成されることで成立しているという類似性が見えてくるのである。	 
	 今回例示した技法あそびを、操作の観点より個々に再検証してみると凡そ次のように言う
ことができる。「流し絵」では、絵の具を用紙に“落す”それを“傾ける”という凡そ２回の
操作で成立している。「吹き絵」では、絵の具を用紙に“落す”それをストローで“吹く”と
いう凡そ２回の操作で成立している。「にじみ」では、用紙を“湿らす”そこに絵の具を	 “落
す”または、絵の具をつけた筆を“つける”という凡そ２回の操作で成立している。（注３）
「デカルコマニー」では、絵の具を用紙に“落す”その用紙を“折り重ねる”という凡そ２
回の操作で成立している。「スクラッチ」では、パスを用紙に“塗り重ねる”それを“ひっか
く”という凡そ２回の操作で成立している。「スパッタリング」では、絵の具を“ブラシにつ
ける”それをぼかし網で“こする”という凡そ２回の操作で成立している。「スタンピング」
では、野菜、果物、器物、等に絵の具を“つける”それを用紙に“押す”という凡そ２回の
操作で成立している。「マーブリング」では、液体の墨あるいは彩液を水を張った容器に“落
す”それを“流す”ことで模様にし、そこへ用紙を“浸す”という凡そ３回の操作で成立し
ている。表１は、それらをまとめて表したものである。	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 表１	 
	 
	 
	 
	 表１の“操作内容”の項目に着目すると、各技法あそびは、“パスを塗り重ねる”“用紙を
湿らす”“絵の具・彩液を落す”“絵の具をつけた筆をつける”“器物に絵の具をつける”“絵
の具をブラシにつける”“ひっかく”“流す”“ぼかし網でこする”“用紙を傾ける”“用紙を折
り重ねる”“吹く”“用紙に押す”“用紙を浸す”という 14 種の非常にシンプルな操作により
構成されていることを確認できる。その上で“操作回数”という項目に着目してみるとそれ
ぞれの技法あそびは、マーブリングは３回、その他は２回というどれも極めて少ない操作の
回数で成立していることが分かる。つまり、今回取り上げた全ての技法あそびは、シンプル
な操作を２ないし３回組み合わせるという簡単な手順によって構成され行われていることを
検証より確認し認識できるのである。	 
	 そして、こうした傾向は、今回は取り上げなかった“フロッタージュ”“フィンガーペイン
ティング”等、他の技法あそびにも共通して見られる傾向であると言うことができる。こう
したことより、それぞれの技法あそびには、用いる材料用具、および手法という観点では、
必ずしも類似性を見出せないものの、それを行う単純化した行動様式である操作の内容とい
う観点で着目し直すと、それは極めてシンプルな操作の単純な組み合わせであるという類似
する特徴があることが見えてくる。そして、このことは、技法あそびを活動の操作手法とそ
の手順にという視点でとらえ直すと、それは、意外な程シンプルな操作手法の単純な組み合
わせであるということを表していると言うことができよう。一見多様でお互いが個別に独立
しているように見える技法あそびのそれぞれは、実はシンプルな操作手法の単純な組み合わ
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せによって成立しているという類似性を見出せるのである。	 
	 
まとめに換えて	 
	 本論では、個別で独立しているように見える技法あそびのそれぞれは、実はシンプルな操
作手法の単純な組み合わせによって成立しているという類似性を見出せることについて論証
した。それでは、多くの技法あそびは、なぜ極めて単純な操作手法とそれのシンプルな組み
合わせで成立しているのであろうか。これに関しては、保育においてなぜ技法あそびが多用
されるかということを重ね合わせ考察すると容易にその理由が推察される。つまり、年少の
子どもでも技法あそびできるということがその理由として思い当たるのである。保育の中で
用いられる為には子どもが容易に取り組める手法であることが重要な要件となる。そうした
意味で、操作内容が複雑である、あるいは、行程が幾つもあり段階を追って取り組まなけれ
ばならないような造形の手法は保育では採用されようもなく、逆の言い方をすると、保育で
頻繁に活用される技法あそびは、操作内容・手法や行う際の手順がシンプルであるというこ
とが多用され続けている理由の一因であるという言い方もできよう。	 
	 そうしたシンプルな操作の簡単な組み合わせによる定式化した技法あそびは、どの子ども
でもできるということから同じ技法あそびを年齢の異なる子ども達がそれぞれに行なうとい
う場合も多い。そうした場合、おそらく同じ技法あそびであっても年齢の違いによって子ど
もが感受する経験の質には違いがあることが推察される。それはどういう違いなのか。ある
いはまた、子どもにもできる容易な行為・操作とその組み合わせ方・手順を構想するという
視点で新たな技法あそびは創出できるのであろうか。こうしたことについては今後の検討課
題とし、本紀要の論考は一応の終わりとする。	 
	 
	 
	 	 注	 
1. 「にじみ」の技法あそびでは、絵の具を使用する以外にも、水性ペンを用いて行うことができる。	 	 
また，用紙は紙でなく布を用いて行うこともできる。こうした、バリエーションが「にじみ」
の技法あそびにはあるが、今回は、絵の具を使用するに一般的なにじみの手法について取り上
げて検証を行った。なお、「にじみ」の技法あそびのバリエーションに関しては、花篤實	 岡田
憼吾	 編『新造形表現	 実技編』三晃書房、2009 年、18 頁	 にその内容が掲載されている。 
2. 「マースキング」は、絵の具などの画材が用紙につかない様に紙等を利用し、用紙に貼付けたり
置いたりして画材の付着を妨げる仕方を言う。記述した様に、スパッタリングでもマースキング
が併用されるケースは多いが、スパッタリングはマースキングと併用することが必ずしも必要で
あるということではない。そうしたことから、本論の「個々の技法あそびにおける類似性に関し
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て」の項目において、スパッタリングについての記述する際にはマースキングに関しての記述は
含めなかった。	 
3. 本文に記載した様に、「にじみ」の技法あそびでは、絵の具を湿した用紙の上へ絵の具を落す手法、
または、筆等を接触させる手法がある。そのため、この記述に基づいた表１のにじみの技法あそ
びでの項目での表記では、“絵の具・彩液を落す”に（○）	 、“絵の具をつけた筆をつける”
に（○）という括弧付の表記法を用いて、どちらの操作内容でも可能であるということを表わし
た。	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